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【形状・構造及び原理等】 

 
［原材料］ステンレス 

 

【使用目的又は効果】 

［使用目的］ 

  口腔内診査又は圧排のために用いる歯科用器具で、通常、ミラ

ーヘッド及びハンドルからなるものをいう。 

［効  果］ 

  本品は表面反射効果により、歯牙の根管口・根管内等が鮮明に

見える。また、ガラス製歯鏡の様に 1 面反射と 2 面反射とが重

ならないので目の疲労が軽減される。 

【使用方法等】 

本品を患者の口腔内に入れて診査し、う蝕等を発見すること

ができます。 

［使用方法に関する使用注意］ 

① 本品の再使用する際には、患者毎に滅菌を行い感染防止に配

慮すること。 

② 損傷、変形(錆・表面キズ・曲がり・汚染)等の有る物は使用

しないこと。 

③ 本品は未滅菌のため、使用前に必ず滅菌を行うこと。 

④ 本品はステンレス製で歯科用消毒は可能ですが、長時間薬液

中に浸漬させないこと。オートクレーブ・ＥＯＧの使用は可

能。次の薬液消毒剤は金属腐食を起こす恐れが有ります使用

しない事。超酸性水・次亜塩素酸 Na・塩化ベンザルコニウム・

ポビドンヨード・ホルマリン・ファノール・グルコン酸クロ

ルヘキシジン・止血剤・フッ化ジアンミン酸等。 

★★ 弊社推奨複合消毒法、 

ステップ 1.（菌やウイルスの除去と一定のタンパク除去） 
高濃度次亜塩素酸弱酸性水(フィリオ３０)にて、スプレー 

クリーニング 1分間放置２回行い流水洗浄。 
ステップ２.（十分な洗浄とタンパク除去） 
   オキシドール系弱アルカリ洗浄剤(洗浄ルネサンス)にて 

２００倍希釈、10分浸漬後流洗浄。 
ステップ３.化学的殺菌・消毒剤(グルタール製剤)等を含む 
高水準消毒薬で浸漬洗浄・流水洗浄・拭き取り乾燥を行う。 

本品の薬液消毒後は、必ず鏡面の表裏面を『温かいお湯』 

下で付着した薬液を十分洗い流してください。 

なお、『乾燥ムラ』を防ぐため水切りを十分行ない滅菌袋に 

入れ滅菌処理を行なうこと。 

⑤  本品は、超音波洗浄はできません十分注意すること。 

⑥  強アルカリ・強酸性洗剤等の消毒剤は、器具を腐食させる 

恐れがあります使用を避けること。また、金属タワシ・ 

クレンザー(磨き粉)等は、器具の表面が損傷するため汚物 

除去及び洗浄時に使用しないこと。 

⑦ オートクレープ滅菌器等の高圧蒸気滅菌器は以下に留意する事。 

●乾燥温度及びチャンバー内温度に注意する。 

●チャンバー内が高温となる恐れがある場合には予熱乾燥を行う。

高温の乾燥は器具の変質又は変色・劣化・破損等を起こすこと 

が有る。ヒーター付近に本品を置かない。 

●長期間の反復オートクレープ滅菌器等の高圧蒸気滅菌器に 

より本品鏡表面の光沢を失うことが有る。 

⑧ 歯科小器具専用防錆剤入り洗浄剤を使用する際、洗浄剤 
メーカー説明書に従うこと 

⑨ 本品を洗浄・消毒する場合にはゴム手袋等を着用すること。 

 

【使用の注意】 
1)使用注意 

① 器具の正しい使用のため、添付文書の注意・指示事項に

従うこと。  

② 使用前に必ず、洗浄・滅菌（保守・点検に係る事項参照）

をすること。洗浄・滅菌は.[使用方法に関連する使用上 

の注意]④ &ステップ１～３&⑤⑥⑦⑧⑨を参照のこと。 

③  破折・曲がり等の原因になりますので使用時に必要以上

の力(応力)を加えないこと。 

④  使用後は器具に付着している血液・体液・組織及び薬品

等が乾燥しないうちに、直ちに洗浄液等に浸漬すること。 

2) 重要な基本的注意 

       本品の使用により発疹、皮膚炎などの過敏症状があらわ

れた場合には、速やかに使用を中止し医師の診断を受け

ること。 

有害事象 

      皮膚炎などの歯科金属疹（遅発生金属アレルギー疾患）

を発症することが有ります。 

 

【保管方法及び有効期限等】 

 [貯蔵・保管方法] 

① 直射日光のあたる場所や、高温、水、湿気の多い所を避け

て保管すること。 

② 水分・汚れが付着したまま保管しないこと。 

③ 適切な保管・管理をすること。 

[使用期限等] 

        本品は、使用有効期限等を特別定めていないため長時間使

用により、材質の疲労・摩耗等で耐久性が低下する事が

有るため安全管理上新しい物と適時交換すること。   

 

【保守･点検に係る事項】 

  使用（滅菌）前後に、汚れ・傷・曲がり等異常がないか点

検すること。 

【製造業者又は輸入販売業者の氏名又は名称及び住所等】 

製造販売元：株式会社 日本歯科工業社 

電 話 番 号：０３－３８３６－２１９１ 

ＦＡＸ番号：０３－３８３６－２１９９ 

http://www.kk-nikkosha.com 

製 造 業 者：協和精工株式会社 本社工場 

〒 012-1103 

住    所：秋田県雄勝郡羽後町林﨑字三ツ盛 34-1 

【禁忌・禁止】 

本品の金属又は金属成分に対して発疹、皮膚炎などの過敏症 

の既往歴のある患者には使用しないこと。 
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